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　 ビー
ル 醸造 に 出現す る 細菌 に 対す る p。 Tγrnγxin の

　 作 用

　cAsE ，　A ．c ．　 and 　LYoN 　A ．1．L ．：J．　Inst．　 Brew ，　62 ，

　747　（1956）

　 ビ ール の 連 醸 酵 母 並 び に そ れ に よ る 醪 に 出現 す る 3

種 の 細 菌 即 ち グ ラ ム 陰 性 の 酵 母型 桿菌 ，　 Flavobacter・

ittm　 roteus 型 グ ラ ム 陽性の 長桿菌 （Lactebacillus型 ）

並 び に 最 近 分 離 せ られ た グ ラ ム 陰性 の 生 酸 性短 桿 菌に

対 す る Polymyxin の 殺 菌効 果 を見 た ．

　連醸用 酵 母 に 添 加 して の 仕 込 並 び に そ の 連 続 醯 酵或

は 連 醸 用 酵 母 の Polymyxin 液 に よ る 洗 滌 等 に よ る 効

果 を 見 た ．

　醗酵初期に Polymyxin 　1・OPPm の 添 加 で 連 醸用 酵

母 及 び 生 成 ビ ール に 酵 母 型 桿 菌 を 防 止 し 得 る ．また 酵

母 收 量 に も変更 を 見 な い
’

　醗酵に 使用前 15分 間連醸用酵母 に 73．5ppm （醪 に

対 し 0 ．25ppm ） で 酵 母 型 短 桿菌，長 桿菌 と も 防止 し

得 る ．使 用 前 連 醸 用 酵 母 に Polymyxin 処 理 を用 い 洗

滌す る 方法 で は 酵母に 対 し Polymyxin 　 l50ppm で 30

分間処理 す る 事 で 充 分 で あ る．

　 ビ
ー

ル 醸 造 に 於 け る葉酸系 因子 の 淌 長

glutamate が 含ま れ る．猶 ビ ール 醸 造 中 に 出現 す る 乳

酸菌 4株 iC対 す る 栄養要求の 吟 味 を 行い そ れ らは folic

acid とあ る 種 の Purine を必 須 と し Purine 間 の 相 互

置 換 の 問 題 は 猶 残 さ れ て い る．葉酸関係 因 子 の 含量 は

表 の 如 し
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BoLINDER
，
　A

，
　KuRz

，
　w ．＆ LuNDIN 　H ．；J．　Inst．

Brew ．62 ， 497 （1956）

　 Folic及 び Folinic　acid 因 子 を Strepfaecalis
，
　folinic

acid 因 子 を Leuconostoc　citrovorum
，
　deoxyribOsidc を

Lactbae・leichmam，ii で 測定す る 微生物法　（cup ・plate

法 ）と BioautogTaphy を 併用 し て の Chromtoyoraphy

法 を用 い て 麦芽原料の 大麦 ， 麦 芽 （緑 及 び 焙燥 ） 麦

芽，麦 汁，麦 酒 ， 酵母 等 に つ い て 測定 し た ．大麦 に は

Rhizopteringlutamic　acid の み を 含 み 緑麦芽，焙燥 麦 芽

に は 未知 因 子 もあ る．麦 酒 及 び麦汁に は更 に folinic

arie 因子 を 含 み そ の deoxyriboside は guanine，　 ura −

cil
，
　thym 三ne を 含 み 得 る．

　麦芽根 これ ら全 て の 因子 （未知 因 子 を除 く） を 含 む

外 Ni　o
・　for　mylpteropic 　acid 及 び Folinic　acid 　tri一

　但 し A は 乾燥固 形試料 19夂 は 液状 1物 m1 中の μ9．

B は 大麦 lgに 換算 し t　de合 の μg 数 　　　　 （寺本）

　　　オ レ ン ヂ 汁謁変に 対 す る ア ミ ノ酸 の 役 目

　　JosLYN，　MA 。含Food　Reseacb ，盟 ，
1 （1955）

　オ レ ン ヂ 汁（空気 存在 下 ）4 年間 貯 蔵 に 於て ア ミ ノ 酸

の 消長 を 見 る と リ ヂ ン は 消 失 し グ ル タ ミ ン 酸 は 明 か に

減少 す る が 他 の ア ミ ノ 酸 の 変化は 少 く他 に 未知成分が

Papcrchromatograph で 出現 が 認 め られ る．

　オ レ ン ヂ 汁を カ チ オ ン 樹 脂 ，
ア ニ オ ン 樹 脂 で 処理 し

た もの と原 汁 と時間的 に 着色度 の 変化 を見 るに 窒素分

除去 効 果 の あ る Duo 工ite　CS 　100 処理 の もの は 原 汁 に

次 で 着 色 度 を 示 す が ア ス コ ル ビ ン 酸 除 去 効 果 の あ る

Duolite　A −2 ア ニ オ ン 樹脂処理 の もの は着 色 度 低 く着

色 に 対 し ア ス コ ル ビ ン 酸 の 意 義の 大 きい こ とが 考 え ら

れ る．

　 ま た ア ス コ ル ビ ン 酸 の 活 性 炭 酸 化 に よ るデ ヒ ドロ ア

ス コ ル ビ ン 酸 に よ つ て は着 色 度 は低 くア ス コ ル ビ ン 酸

に ア ミ ノ 酸 ， 糖 類 を 添 和す る 場合糖分 は 着色防止 に 役

立 ち ア ミ ノ 酸 も初期は そ の 傾向 を示す も時間の 経過 に

つ れ て ア E ノ 酸殊 に リヂ ン 等の 添 加 で は着 色 が 増 加 す

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （寺本）
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